
                     

顕

彰

け
ん
し
ょ
う

碑 ひ 
 

河 か
わ 

村 む
ら 

瑞 ず
い 

賢 け
ん 

紀 き 

功 こ
う 

碑 ひ 

河
村
瑞
賢
安
治
は
、
全
国
で
治
水

ち

す

い

灌
漑

か
ん
が
い

事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
安
治
川
開
削

か
い
さ
く

に
よ
っ
て
、
淀
川
の
水
を
ま

っ
す
ぐ
大
阪
湾
に
通
じ
る
こ
と
に
な
り
、
水
害
の

減
少

げ
ん
し
ょ
う

を
も
た
ら
し
た
。
は
じ
め
は
「
新
川
」
と
呼
ば

れ
た
が
、
の
ち
「
安
治
川
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。 

 

説
明
文
な
ど
が
近
年
追
加
さ
れ
、
「
古
川
跡
」
の
碑

と
と
も
に
一
帯
が
整
備

せ

い

び

さ
れ
て
い
る
。 

 

【
碑
文
】 

（
正
面
） 

贈
正
五
位
河
村
瑞
賢
紀
功
碑 

（
裏
面
） 

贈
正
五
位
河
村
瑞
賢
紀
功
碑 

大
阪
自
古
為
中
外
通
航
要
津
其
地
帯
淀
河
而
臨
摂
海
得
舟
車
運
載
之
便
以
収
物
資
集
散
之
利
所
以
既
庶
且
富
也
然 

有
利
斯
有
害
水
為
尤
甚
淀
河
之
於
大
阪
為
無
窮
之
利
而
氾
濫
潰
決
其
害
不
測
是
以
難
波
奠
都
乃
鑿
堀
江
厥
後
濬
治 

相
踵
面
效
績
尤
著
者
為
貞
享
治
水
之
役
先
是
幕
府
欲
救
水
患
天
和
末
派
吏
巡
視
河
水
源
委
河
村
瑞
賢
従
焉
瑞
賢
名 

義
通
称
平
太
夫
以
号
行
江
戸
市
人
有
智
略
開
陳
治
水
事
宜
幕
府
納
之
委
以
河
村
瑞
賢
以
謂
施
工
宜
首
海
口
乃
募
役 

夫
備
器
具
鑿
九
條
島
以
開
新
流
河
口
用
楗
制
水
水
乃
急
駛
敬
自
然
淤
塞
之
虞
而
全
河
沛
然
注
于
海
工
程
有
法
二
旬
告 

成
安
治
川
是
也
積
其
所
挑
之
土
於
南
岸
樹
松
以
防
波
濤
兼
表
航
路
世
称
瑞
賢
山
尋
設
楗
与?

於
中
津
川
岐
頭
均
分 

二
水
以
令
本
流
不
浅
淤
乂
分
土
佐
堀
川
之
水
以
救
堂
島
曾
根
崎
二
川
之
堙
廃
最
後
治
大
和
川
俊
鑿
而
疏
導
之
京
橋 

以
西
撤
沿
岸
市
塵
会
河
道
深
闊
自
貞
享
元
年
興
役
四
載
而
訖
功
本
支
安
流
害
除
利
興
事
具
于
新
井
君
美
畿
内
治
河 

記
後
二
百
余
年
内
務
省
改
修
淀
河
雖
或
開
或
廃
而
安
治
川
仍
為
海
口
出
入
之
要
路
運
載
集
散
永
蒙
其
利
可
謂
恵
沢 

久
遠
矣
明
治
四
十
四
年
特
旨
追
褒
瑞
賢
遺
功
贈
正
五
位
而
大
阪
未
有
金
石
寿
世
之
設
頃
者
府
知
事
大
久
保
君
利 

武
謀
於
諸
有
志
者
取
浚
河
所
獲
之
石
為
立
紀
功
之
碑
属
予
書
其
事
予
観
夫
海
外
大
都
之
夸
雄
冨
者
概
皆
在
河
口
与 

我
大
阪
相
似
顧
其
規
模
大
小
不
同
耳
方
今
当
国
之
術
在
貿
易
而
大
阪
人
固
長
於
商
業
又
得
地
之
利
宜
竭
智
弾
力
争 

雄
海
外
則
益
講
水
利
恢
廓
前
功
以
資
于
長
計
者
豈
非
後
人
之
責
耶
乃
書
以
勤
勉
云 

大
正
四
年
八
月 

 
 
 

西
村
時
彦
撰 

 
 
 
 

伊
藤 

清
書 

 

（
所
在
地
）
西
区
安
治
川
一
丁
目
一 
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【
碑
文 

 

解
説
板
】 

 
 
 
 

（ 
省 

略 

上
の
碑
文
に
同
じ 

） 

 

 
 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

大
阪
は
古
く
か
ら
水
上
交
通
・
陸
上
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
が
、
水
害
に
よ
る
被
害
は
常
に
深
刻
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
、
仁
徳
天
皇
は
河
内
湖
と
大
阪
湾 

を
結
ぶ
堀
江
（
現
在
の
大
川
と
言
わ
れ
る
）
を
開
削
し
て
治
水
に
努
め
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
阪
の
治
水
を
考
え
る
上
で
も
っ
と
も
特
筆
す
べ
き
功
績
は
、 

貞
享
元
（
一
八
六
四
）
年
河
村
瑞
賢
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
安
治
川
の
開
削
で
あ
る
。 

 
 
 
 

河
村
瑞
賢
は
、
江
戸
で
頭
角

と
う
か
く

を
現
し
て
幕
府
に
そ
の
能
力
を
買
わ
れ
、
大
阪
の
治
水
工
事
に
当
た
る
こ
と
と
な
つ
た
。
安
治
川
の
開
削
工
事
に
際
し
て
は
、
九
条 

島
を
分
断
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
安
治
川
を
開
い
た
。
工
事
は
わ
ず
か
二
十
日
間
で
行
わ
れ
、
南
岸
に
は
こ
の
時
で
た
土
砂
を
盛
り
上
げ
、
航
路
の
目
印
と
な
る
よ 

う
に
し
た
。
い
わ
ゆ
る
瑞
軒
山
で
あ
る
。
河
村
瑞
賢
は
次
に
、
中
津
川
の
分
水
工
事
を
行
い
、
本
流
で
あ
る
淀
川
に
砂
泥
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
土
佐 

堀
川
の
水
を
分
配
す
る
こ
と
で
、
堂
島
川
・
曽
根
崎
川
の
水
流
を
円
滑
に
し
た
。
最
後
に
大
和
川
を
浚
渫
し
て
水
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ 

ら
貞
享
元
年
か
ら
行
わ
れ
た
治
水
工
事
の
功
績
に
つ
い
て
は
、
新
井

あ

ら

い

白
石

は
く
せ
き

が
「
畿
内

き

な

い

治ち

河
記

か

き

」
に
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
、
こ
れ
ら
河
村 

瑞
賢
の
功
績
を
称た

た

え
、
正
五
位
の
官
位
を
贈
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
時
の
府
知
事
・
大
久
保
利
武
は
有
志
た
ち
と
相
談
し
、
こ
の
紀
功
碑
を
建
て
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 

い
ま
、
海
外
の
大
都
市
を
見
る
と
、
い
づ
れ
も
河
口
に
立
地
す
る
と
い
う
点
で
大
阪
と
共
通
し
て
い
る
。
異
な
る
の
は
そ
の
規
模
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
ま 

さ
に
貿
易
を
栄
え
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
を
富
ま
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
大
阪
人
は
か
ね
て
よ
り
商
業
に
長
け
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
陸
海
の
交
通
の
要
所
で
あ 

る
地
の
利
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
智
力
・
体
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
海
外
列
強
と
競
う
べ
き
で
あ
る
。 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
八
月 

 

文
西
村
時
彦 

 
 
 

書 

伊
藤
清 

 【大 意】                 【原 文】 
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【
碑
文 

解
説
板
】 

 

安
治
川
と
河
村
瑞
賢
紀
功
碑 

 
 

も
と
の
九
条
島
（
衢
攘
島
）
は
デ
ル
タ
地
帯
で
、
た 

び
重
な
る
淀
川
洪
水
の
た
め
、
被
害
の
絶
え
間
が
な 

か
っ
た
。
そ
こ
で
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
二
月
幕
府 

は
治
水
の
専
門
家
で
あ
る
河
村
瑞
賢
に
命
じ
、
九
条 

島
を
掘
り
割
り
、
淀
川
の
水
を
一
直
線
に
大
阪
湾
へ 

み
ち
び
く
こ
と
と
し
た
。
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、 

貞
享
四
年
に
開
削
さ
れ
た
の
が
安
治
川
で
あ
る
。 

 

は
じ
め
は
新
川
と
呼
ば
れ
た
が
、
元
禄
十
一
年
（ 

一
六
九
八
）
こ
の
地
が
安
ら
か
に
治
ま
る
よ
う
に
と 

の
願
い
を
こ
め
て
、
安
治
川
と
改
名
さ
れ
た
。
氾
濫 

す
る
淀
川
の
水
を
直
接
海
に
導
入
す
る
バ
イ
パ
ス
的 

存
在
で
あ
る
。
こ
の
川
の
完
成
に
よ
っ
て
、
同
じ
く 

西
成
郡
九
条
村
で
あ
っ
た
一
部
が
分
か
れ
て
、
現
在 

の
西
九
条
に
な
っ
た
。
河
村
瑞
賢
の
紀
功
碑
は
、
大 

正
四
年
八
月
に
建
て
ら
れ
た
。
又
、
こ
の
紀
功
碑
は 

花
崗
岩

か
こ
う
が
ん

で
、
大
阪
城
築
城
の
時
、
河
底
へ
落
ち
た
石 

を
引
揚
げ
て
利
用
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

安
治
川
が
開
削
時
に
新
川
と
呼
ば
れ
た
の
に
対
し 

も
と
か
ら
あ
っ
た
川
は
古
川
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た 

 
 

こ
の
川
は
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
、
大
阪
府
の
防 

潮
堤
工
事
に
と
も
な
い
埋
立
て
ら
れ
、
元
の
古
川
西 

端
に
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
大
阪
府
に
よ
っ
て
「
古 

川
跡
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。 

 
平
成
十
八
年 

安
治
川
第
一
振
興
町
会 

河

河村瑞賢紀功碑の原文と大意 

 

 平成 18年設置の解説板 

 

 

  古河跡の碑 


